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板
沢
武
雄
教
授
学
位
論
文
審
査
要
旨

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
廿
目
、
法
政
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
記

が
授
与
せ
ら
れ
た
。
審
査
委
員
よ
り
の
審
査
報
告
書
は
次
の
如
し
。

板
沢
武
雄
提
出
学
位
誇
求
論
文
は
主
論
文
一
冊
、
副
袷
文
一
冊
よ
り
成
る
。

主
弘
前
文
は
「
日
関
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
と
題
し
、
副
論
文
は
「
阿
蘭
陀
風

説
書
の
研
究
」
と
題
す
。

主
論
文
「
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
は
、
日
蘭
両
国
間
に
於
け
る
一
般

文
化
交
渉
の
跡
を
背
景
と
し
、
主
と
し
て
所
誇
蘭
学
の
起
源
と
そ
の
発
達
と

を
孜
究
殺
説
せ
る
も
の
に
し
て
、
更
に
之
を
四
部
に
分
つ
。

第
一
部
は
「
総
説
」
と
題
し
、
先
づ
「
和
蘭
人
の
東
方
発
展
」
の
項
に
於

い
て
は
、
蘭
学
興
起
の
前
提
と
し
て
我
山
か
国
と
和
蘭
と
の
接
触
交
渉
の
発
展

と
を
述
べ
、
第
二
部
に
於
い
て
は
「
史
料
解
説
」
と
題
し
て
、
と
れ
ら
の
史

実
に
関
す
る
史
料
を
詳
論
し
、
第
三
一
部

「
基
縫
的
研
究
」
に
於
い
て
は
、
総

説
の
典
拠
と
な
る
べ
き
重
要
な
る
個
個
の
事
象
に
就
い
て
、
八
篤
の
論
文
を

M
H
て
精
細
綿
密
な
る
考
証
を
試
み
、
第
四
部
「
余
論
」
に
於
い
て
は
、
十
二

篇
の
小
論
考
を
遥
じ
て
、
側
面
よ
り
前
三
部
の
論
旨
を
立
証
し
、
更
に
之
を

輩
固
な
ら
し
む
る
の
資
と
な
せ
り
。

本
論
文
に
於
い
て
著
者
が
最
も
力
を
致
せ
る
は
第
一

一
、
第
三
の
両
部
に
し

て
、
第
二
部
の
「
和
蘭
国
立
文
書
館
に
存
す
る
日
商
開
通
交
史
料
、
特
に
蘭
館

日
誌
に
就
い
て
」
は
日
蘭
交
渉
史
研
究
の
基
本
的
安
料
に
し
て
著
者
が
往
年

和
蘭
留
学
中
親
し
く
そ
の
原
本
を
検
討
せ
る
誇
記
録
、
特
に
長
崎
出
島
蘭
館

日
誌
に
対
し
て
、
詳
密
な
る
解
説
を
施
し
、
且
つ
そ
の
真
価
を
紹
介
し
た
る

も
の
、
之
に
開
院
す
る
限
り
、
内
外
の
学
界
に
末
だ
之
に
超
ゆ
る
も
の
あ
る
を

見
ず
。「
日
蘭
貿
易
の
理
解
に
役
立
つ
種
本
の
紹
介
」
は
「
阿
蘭
陀
名
目
語
」
と

「
花
蛮
交
市
治
聞
」
記
と
の
解
題
に
し
て
、
共
に
著
者
が
始
め
て
発
見
し
て

世
に
周
知
せ
し
め
し
も
の
、
爾
後
学
界
を
益
せ
る
こ
と
多
大
な
る
も
の
あ
り

「
出
島
版
の
ア
ル
マ
ナ
ツ
グ
に
つ
い
て
」
は
と
れ
亦
著
者
の
発
見
せ
る
こ
と

多
大
な
る
も
の
あ
り
「
出
島
肢
の
ア
ル
マ
ナ
ツ
グ
に
つ
い
て
」
は
と
れ
亦
著

者
の
発
見
せ
る
と
の
警
の
史
料
と
し
て
の
価
値
を
述
ぺ

た
る
も
の
に
し
て
、

所
詞
出
島
版
に
未
知
の
一
種
を
加
へ
得
た
る
と
と
自
体
、
既
に
斯
学
に
対
す

る
一
貢
献
と
し
て
、
前
二
項
の
所
述
と
相
倹
ち
て
、
著
者
の
史
料
採
訪
に
対

す
る
熱
意
を
窺
ふ
に
余
り
あ
る
も
の
と
す
。
第
三
部
の
所
論
「
日
蘭
文
化
交

渉
に
於
け
る
人
的
要
素
」
、
「
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
」
、
「
辞
書
及
び
文
法
書
の

編
纂
と
蘭
学
の
発
達
」
は
、
突
に
本
論
文
の
核
心
と
も
い
ふ
ぺ
き
労
作
に
し

て
、
一
面
蘭
学
発
達
の
母
胎
と
も
見
る
ぺ
き
出
島
薦
館
長
の
江
戸
参
府
を
利

用
し
て
、
江
戸
に
於
い
て
行
は
れ
た
る
日
蘭
文
化
交
渉
の
事
実
と、

長
崎
に

於
い
て
阿
一
一
関
陀
通
討
及
び
之
を
介
し
て
行
は
れ
た
る
日
蘭
文
化
交
渉
の
実
際

と
を
特
に
力
守
傾
け
て
攻
究
し
、
広
く
内
外
の
史
料
J
Y
渉
猟
し
て
前
人
未
到

の
境
域
を
開
拓
し
、
只
管
新
事
実
の
発
揮
に
努
な
る
と
共
に
、
他
面
蘭
学
進

歩
の
一
基
礎
た
る
和
閑
語
学
の
発
達
を
詳
論
し
、
こ
れ
が
送
還
を
促
せ
る
辞

書
及
び
文
典
編
纂
一
の
沿
革
を
沼
づ
け
、
或
は
「
蘭
学
事
始
」
の
記
事
の
誤
謬

を
指
摘
し
、
或
は
「
江
戸
ハ
ル
マ
」
「
長
崎
ハ
ル
マ
」
編
纂
の
経
緯
を
明
か
に

す
る
等
、
著
者
の
論
究
を
倹
ち
て
、
始
め
て
真
相
の
解
明
せ
ら
れ
た
る
事
実

極
め
て
多
く
、
い
づ
れ
も
創
見
に
富
み
て
先
賢
の
誤
を
正
せ
る
と
と
砂
少
に

非
ず
。
な
ほ
と
の
部
に
於
い
て
論
じ
た
る
「
地
動
説
の
展
開
と
そ
の
反
動
」

と
に
就
い
て
は
、
長
崎
通
詞
に
依
り
て
提
唱
せ
ら
れ
た
る
新
学
説
の
全
貌
を

七
六」
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明
か
に
す
る
と
共
に
、
之
に
対
す
る
反
撃
た
る
釈
円
通
の
焚
暦
採
用
運
動
の

頗
末
を
著
者
が
多
年
蒐
集
せ
る
史
料
に
基
き
て
詳
細
す
る
所
あ
り
、
我
が
国

近
世
思
想
史
の
研
究
上
注
目
す
ぺ
き
業
績
た
る
を
失
は
ず
。
「
厚
生
新
編
訳

述
考
」
以
下
三
綜
の
考
説
は
、
徳
川
幕
府
が
政
府
事
業
と
し
て
そ
の
天
文
台

に
下
命
せ
る
シ
ヨ
メ
ル
原
著
「
家
百
一
一
-
百
科
辞
典
」
稀
釈
の
由
来
と
経
過
去
を

詳
述
し
、
と
の
裏
一
業
が
そ
の
景
に
於
い
て
、
ま
た
質
に
於
い
て
、
維
新
以
前

に
於
け
る
洋
書
訳
述
の
企
画
中
第
一
位
に
位
す
べ
き
を
論
証
し
た
る
も
の
に

し
て
、
と
の
事
実
を
明
ら
か
に
せ
る
は
亦
専
ら
著
者
の
労
に
依
る
。

「
蘭
学

の当
日岬
義
と
蘭
学
創
始
に
関
す
る
こ
三
の
問
題
」
は
著
者
の
述
作
と
し
て
は
梢

初
期
に
属
す
る
研
究
に
し
て
、
爾
後
著
者
自
ら
改
訂
を
加

へ
た
る
所
あ
る
も
、

「
恋
学
」
「
関
…
口
乙
「
洋
学
」
の
称
呼
が
そ
の
実
質
に
於
い
て
殆
ど
異
る
所

な
き
に
拘
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
歴
史
的
色
合
ひ
(
ニ
ユ
ア
ソ
ス
)
を
有

す
る
趣
を
闘
明
し
、
称
呼
の
差
は
自
ら
時
代
に
よ
り
西
洋
学
に
対
す
る
時
人

の
感
覚
の
差
を
反
映
す
る
所
な
き
に
非
る
旨
を
述
べ
た
る
点
は
、
附
説
す
る

一
所
の
禁
害
問
題
に
関
す
る
新
史
料
の
紹
介
と
、
之
に
対
す
る
著
者
の
見
解
と

共
に
、
今
日
な
ほ
有
力
な
る
一
寄
与
た
る
を
失
は
ず
。
第
四
部
「
余
論
」
に

収
め
た
る
「
欧
洲
に
於
け
る
日
本
学
建
設
者
と
し
て
の
シ
l

ボ
ル
ト
」
以
下

合
計
十
二
篤
の
論
考
は
概
ね
各
独
立
せ
る
短
篇
を
単
に
黍
録
ム
ロ
載
せ
る
や
の

観
な
き
に
非
ず
と
雄
も
、
多
く
前
人
未
知
の
事
実
を
紹
介
し
、
或
は
先
賢
の

深
く
注
意
せ
ざ
り
し
事
項
を
解
明
せ
る
所
頗
る
多
く
、
第
一
部
乃
至
第
三
部

の
論
旨
を
間
接
に
与
へ
、
之
L
」巨
ち
相
表
裏
す
る
も
の
と
解
す
ぺ
く
、
亦
以

て
著
者
の
視
野
の
広
き
と
些
事
を
も
忽
せ
に
せ
ざ
る
そ
の
学
風
の
鰐
実
と
を

徴
す
る
に
足
る
。

綴
る
に
、
自
由開
両
国
文
化
交
渉
の
控
史
は
、
明
治
年
間
梢
そ
の
研
究
に
手

l¥ 。

を
染
な
る
も
の
あ
り
、
大
正
、
昭
和
に
及
ん
で
そ
の
縦
を
追
ふ
も
の
輩
出
し

て
、
と
の
分
野
の
開
拓
せ
ら
れ
た
る
こ
と
少
し
と
せ
ず
。
然
れ
ど
も
之
を
通

経
す
る
に
、
そ
の
基
く
所
の
史
料
は
専
ら
之
を
園
内
に
の
み
仰
ぐ
も

の
あ

り
。
主
と
し
て
之
を
海
外
に
の
み
求
む
る
も
の
あ
り
、
何
れ
も
一
長
一
短
の

憾
な
き
を
免
れ
ざ
る
に
方
り
、
著
者
は
よ
く
内
外
の
史
料
を
併
せ
探
り
、
刻

苦
し
て
之
を
撮
影
勝
写
す
る
に
労
を
杏
ま
ず
、
そ
の
間
著
者
の
努
力
に
依
り

新
に
発
見
せ
ら
れ
た
る
も
の
亦
少
か
ら
ず
、
著
者
が
之
を
精
研
し
、
之
を
綜

合
し
て
、
よ
く
綾
上
の
詩
篇
を
著
し、

学
界
に
多
く
の
寄
与
を
致
せ
る
坊
は

特
筆
に
値
す
る
も
の
あ
り
。
た
だ
本
論
文
は
個
個
の
論
考
の
聞
に
多
少
の
脈

絡
連
関
を
欠
く
や
の
慨
あ
り
、
体
系
的
組
織
的
な
る
日
蘭
文
化
交
渉
史
と
は

い
ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
に
似
た
れ
ど
も
、
蘭
尚
子
の
発
達
を
中
心
と
す
る
両
国
文
化

交
渉
史
上
の
重
要
問
題
は
、
降
、
設
に
鮮
明
し
尽
さ
れ
た
る
か
の
観
あ
り
。

将
来
未
拓
の
分
野
を
開
か
ん
と
す
る
も
の
も
、
本
衿
交
を
基
礎
と
せ
ず
し
て

新
に
歩
を
進
む
る
を
得
ざ
る
ぺ
き
は
、
何
人
も
容
な
能
は
ざ
る
所
な
る
べ
く

本
論
文
に
現
れ
た
る
著
者
の
造
詣
の
広
く
且
つ
深
き
と
、
論
断
の
堅
実
穏
健

な
る
と
は
亦
普
く
世
の
賛
す
る
に
苔
か
な
ら
ざ
る
所
な
る
べ
し
。

副
論
文
は
「
阿
蘭
陀
風
説
書
の
研
究
」
と
越
し
、
徳
川
幕
府
が
そ
の
対
外

政
策
を
定
む
る
上
に
最
も
重
要
な
る
資
料
司
と
せ
る
所
謂
「
阿
蘭
陀
風
説
書
」

を
百
万
苦
心
し
て
国
の
内
外
に
こ
れ
が
原
文
並
に
訳
文
を
捜
羅
し
、

之
に
詳

細
な
る
注
釈
を
施
し
た
る
も
の
に
し
て
、
正
保
一

π年
以
降
延
享
二
年
に
至
る

聞
の
風
説
書

一
一
日
五
十
七
通
及
び
一
冗
線
四
年
の
参
考
資
料
一
通
を
収
む
。
惜

し
な
ら
く
は
そ
の
前
後
の
分
を
欠
く
と
慨
も
、
幕
末
に
近
き
頃
の
も
の
は
既

に
知
ら
れ
た
る
も
の
多
く
、
必
ず
し
も
強
ひ
て
設
に
収
録
考
究
の
急
を
見
ざ

れ
ど
も
、
車
保
以
前
の
も
の
に
否
一
り
て
は
「
通
航

一
覧
」
所
載
の
も
の
を
除
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き
て
は
、
殆
ど
世
に
知
ら
れ
ざ
る
も
の
の
み
な
る
を
以
て
、
従
来
そ
の
研
究

あ
る
を
聞
か
ず
、
ま
た
邦
文
と
対
照
す
べ
き
蘭
語
原
文
の
存
す
る
も
の
、
却

っ
て
当
時
の
も
の
に
多
き
に
鑑
み
、
本
論
文
に
於
い
て
著
者
が
専
ら
と
れ
ら

に
力
を
注
げ
る
は
寧
ろ
宜
し
き
に
叶
ひ
た
り
と
い
ふ
ぺ
く
、
以
て
本
論
文
の

真
価
を
軒
軽
す
る
に
足
ら
ず
。
そ
の
注
解
の
如
き
は
、
日
蘭
交
渉
史
に
深
く

神
山
潜
せ
る
著
者
に
し
て
始
め
て
之
を
善
く
す
べ
く
、
主
論
文
と
共
に
遺
憾
な

く
そ
の
努
力
を
発
揮
せ
る
も
の
と
い
ふ
ぺ
し
。

殺
上
の
理
由
に
依
り
、
本
論
文
の
提
出
者
板
、
沢
武
雄
は
叉
学
博
士
の
学
位

を
享
く
る
資
格
十
分
な
り
と
認
む
。

昭
和
二
十
九
年
十
月
以
川
日

審
査
委
員
(
日
本
大
学
教
授
〉

同

石

田

幹

之

助

(
東
京
大
学
教
授
文
学
博
士
)

岩

生

成

一

(
法
政
大
学
教
授
)

藤

井

甚

同

太

虫日

法

政

大

学

史

学

会

々

報

会

務

.&. 
tコ

報

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日

史
蹟
調
査
「
相
模
国
分
寺
跡
と
そ
の
周
辺
」

藤
井
・
板
沢
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
、
芥
川
助
手
卒
業
生
七
名
、
在
学

生
五
名
参
加
。

海
老
名
町
役
場
会
議
室
に
て
昼
食
、
文
化
財
委
員
児
島
氏
よ
り
一
時

間
に
わ
た
り
、
相
撲
国
分
寺
跡
と
そ
の
局
辺
に
つ
い
て
の
講
話
あ
り
、

順
路
に
よ
り
最
後
ま
で
御
指
導
を
受
く
。
午
後
四
時
半
散
会
。

十

一
月
十
一
日

法
政
大
学
史
学
会
総
会
及
例
会
午
後
六
時
よ
り
於
十
四
番
教
室

総

会開
会
の
辞
宮
前
委
員

議
長
選
出
議
長
佐
藤
委
員
副
議
長
堀
切
委
員

会
計
報
告
宮
前
委
員

行
事
報
告
佐
藤
委
員

例

会会
長
挨
拶
板
沢
教
授

ハ藤
井
教
授
御
欠
席
に
よ
り
〉

講
師
紹
介
板
沢
教
授

講
演
「
マ
ル
チ
シ
・
ル
タ
l

の
宗
教
改
革
の
源
に
つ
い
て
」

東

京

大

学

教

授

山

中

謙

二

先

生

l¥ 
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